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土砂供給手法における下流河道の土砂動態 
 

（国研）土木研究所  正会員 ○宮脇 千晴       （国研）土木研究所  正会員  中西   哲  
（国研）土木研究所  正会員   石神  孝之                              
１．目的 

国土形成計画等において、山地から海岸までの一貫した総合的な土砂管理の推進等が謳われており、土砂動

態のモニタリング、環境影響評価、対策技術を統合した流砂系における持続可能な土砂管理システムの構築が

必要である。このためには、土砂供給に伴う土砂・水質の動態を予測する技術、土砂供給の環境影響を予測・

評価する技術開発が必要である。本報告では、土砂供給手法別の時系列の土砂供給量について検討して、土砂

バイパストンネル運用時に追加の土砂の供給手法について検討するとともに、一次元河床変動計算を用いて、

下流の土砂動態への影響についても検討したものである。 

２．検討方法  

 平成 28 年度から小渋ダム土砂バイパストンネルが試験運用されており、下流への土砂供給量は、流入土砂

量に比較して、下流河道にはそれほど多く供給されていないことが報告されている１）。このため、更なる下流

への土砂供給を行うための追加の供給手法（置き土、吸引排砂管）について検討した。検討は、図-1 に示す

対象洪水波形を計画高水流量相当のピーク流量 1,240m3/s の計画波形とし、この洪水による流入土砂量は年平

均堆砂量の 1/100 年確率相当として 2,530 千 m3（①ウォッシュロード 0.5mm 以下 1,524、②浮遊砂 0.5mm から

2mm 以下 526、③掃流砂 2mm から上 480）とした。現状の土砂バイパストンネルで分派堰上流に土砂堆積があ

る場合は、1,216 千 m3（ウォッシュロード 971、浮遊砂 220、掃流砂 25） 供給可能である。この時の土砂バ

イパストンネル通過土砂量は、水理模型実験の結果から図-2 に示すように、ピーク流量後に大きくなってお

り、細粒砂では 9割が、粗粒砂ではほぼ全量がピーク流量後に通過している。ここで、置土については、過去

小渋ダムでは表-1 に示すように最大 4,500ｍ3程度実施しており、これを参考に 4.5 千 m（浮遊砂 2.4、掃流砂

2.1）とした。なお、置土の土砂供給量 Qs については、Qs＝αQwβ で表されるものとし、これら係数につい

ては、一般的に粒径が大きくなるにつれβが低減傾向にあること、及び近隣ダムの美和ダムで同定されたパラ

メータを参考に、粒径 0.2mm～37.5mm はβ＝2.0、37.5mm 以上はβ＝1.0 とした。次に、吸引排砂管であるが、

表-2 の施設諸元を想定し、運用は洪水開始から 6日間とした。これによって、下流への供給土砂量は、 
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表-2 吸引排砂管諸元

図-2 水理模型実験による土砂バイパス通過土砂量 

表-1 置土実施例 

図-1 洪水波形と各放流量 
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2,272 千 m3（ウォッシュロード 1,368、浮遊砂 473、掃流砂 431）となる。 

３．検討結果 

３．１ 時系列の供給土砂割合 

 ここでは、供給土砂量の大小によって、供給土砂量の時間変化が明確に示せないので、図-3 の縦軸に示す

ように、時間毎の供給土砂量を合計供給土砂量で除した供給土砂割合（％／ｈ）を用いた。ウォッシュロード

も浮遊砂や掃流砂と同様な時間変化を示しているが、ここでは、河床変動に影響の大きな浮遊砂や掃流砂の時

間変化を図-3 に示す。置土の場合は放流量に比例して供給土砂も増加しており、吸引排砂管については、概

ね操作時には、同じ量が供給されていることがわかる。これらから、この供給手法を追加で用いる場合には土

砂バイパストンネルのピーク流量前からある程度供給可能であり、ピーク流量前に供給した土砂については、

その後の洪水ピークで下流へ移動することを考えると、ある程度有効な供給手法であると考えられる。なお、

置土については、今回土砂量がかなり小さくなっており、土砂量が多くなれば適切なものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．２ 各土砂供給手法による下流河川への影響の比較 

供給土砂量の少ない置土では、ダム直下付近（4km 地点）で河床上昇が見られるものの、生田第二床固地点

（3.15km 地点）では河床の変化はほとんど見られず、河床変動に寄与する土砂は流下していない。供給土砂

量の多い土砂バイパスと土砂吸引では、ダム直下付近で著しい河床上昇が見られ、河床上昇の傾向は生田第一

床固地点まで見られる。一方、それより下流の区間（0～1.6km）では、河床変動に寄与する土砂の流下は見ら

れない。ウォッシュロードは、流入土砂のうち 0～7%が河道内に堆積しているが、概ね土砂供給手法によらず、

最下流まで流下し、河道内には堆積しない傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３ 今後の課題 

本検討では、土砂供給手法単独運用時の土砂動態について調査したが、今後は、これらの組合せによる土砂動

態やそれに伴う環境への影響等も加味した判断が必要であると考えている。 

1）第 4回小渋ダムバイパストンネルモニタリング委員会説明資料 平成 29 年 3 月 9日天竜川ダム統合管理事務所 

表-3 代表地点の河床変動量 

図-3 供給土砂割合の時間変化（上段：浮遊砂、下段：掃流砂） 

図-4 河道諸元 
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